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ここがポイント！【研究内容】

高度デジタル技術活用による
電子システム設計基盤技術の創出

松岡 俊匡 MATSUOKA Toshimasa

附属アトミックデザイン研究センター 准教授
量子設計研究部門 機能デバイス設計分野

• コストや信頼性を考慮したマスカスタマイゼーションの実現を
目的としたデジタル支援 RF/ アナログ回路設計手法の研究

• 専用集積回路、FPGA、CPU、ソフトウェアなどを含めた電子シ
ステム全体を俯瞰した各種アナログ信号処理の実現方法の研究

• 素子特性のばらつきの統計性に着目し原子レベルの製造ばらつ
きの影響を低減する、機械学習の手法を駆使した低電力低電源
電圧動作 RF/ アナログ集積回路技術の創成

• プリント基板、パッケージも含めたシステム実装形態も包含し
た電子システム設計手法の研究

集積回路、デジタル支援 RF/アナログ回路設計、機械学習

応用分野 医療・ヘルスケア分野、スマートデバイス開発
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